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第５章 事故防止に向けて 
 

１ 運輸安全委員会ニュースレターの発行 

運輸安全の向上に寄与するため、3 モード（航空・鉄道・船舶）において公表した報告書を

わかりやすく解説したものなどを掲載した情報誌『運輸安全委員会ニュースレター』を発行し

ています。 

平成 21 年は、定期刊行として 4 回（1、4、7、10 月）発行し、事故防止に係る有用な情報を

提供しています。また、気象が関与して発生した列車脱線事故を事例として、気象情報の有効

活用について掲載した特集号も発行しました。 

なお、平成 21 年に発行したニュースレター各号の内容は次のとおりです。 

① 創刊号（平成 21 年 1 月 5 日発行） 

・記事「運輸安全委員会発足の経緯」、「事故調査の流れ」 

・重大インシデント調査事例（鉄道）「運輸司令が臨時列車を失念して工

事着手を承認し、同列車が作業区間を走行した事例」 

・重大インシデント調査事例（航空）「管制官の誤指示により、離陸滑走

中の航空機の前方を別の航空機が横断した事例」 

② 第 2 号（平成 21 年 4 月 1 日発行） 

・記事「船舶事故等調査の流れ」、「地方事務所の設置」 

・事故調査事例（船舶）「夜間、横切り状態にあった引船列と漁船が、灯

火を見落とすなどして衝突した事例」 

・事故調査事例（船舶）「夜間、防波堤の標識灯に気付かないまま進行し、

防波堤に衝突した事例」 

・事故調査事例（航空）「ヘリコプターが飛行中、マスト・バンピングが

発生し、機体が操縦不能となり墜落した事例」 

・事故調査事例（鉄道）「交通信号機と連動化された踏切道において、踏

切保安装置が働かなかったため、軽自動車が踏切内に進入し、列車と

衝突した事例」 

③ 第 3 号（平成 21 年 7 月 1 日発行） 

・記事「事故調査に関する国際的な取り組み」 

・事故調査事例（航空）「小型機が着陸直前に風向風速が急激に変動する

気流に遭遇したため、落着し、機体を損傷した事例」 

・事故調査事例（航空）「小型機が着陸の際、脚下げ操作を失念したため、

胴体着陸し、機体を損傷した事例」 

・事故調査事例（鉄道）「踏切道内に停止していた右折待ちの自動車と列

車が衝突した事例」 

・事故調査事例（船舶）「機関修理中、機関室内に滞留した洗浄用スプレー

剤の可燃性ガスに着火し爆発した事例」 
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④ 第 4 号（平成 21 年 10 月 1 日発行） 

・事故調査事例（鉄道）「懸垂式モノレールの列車に異常な力行(りっこ

う)が発生したため、ホームで停止せず、出発信号機を冒進して、進路

の開通していない分岐器に衝突した事例」 

・事故調査事例（船舶）「夜間、操業を終えて帰航中の漁船が、横波を受

けて同調横揺れを起こし、船内に海水が流入して沈没した事例」 

・事故調査事例（航空）「旅客機が着陸後、主翼燃料タンクから多量の燃

料が漏れ、火災が発生し爆発炎上した事例」 

⑤ 特集号「気象情報の有効活用」（平成 21 年 5 月 29 日発行） 

・事故調査事例（鉄道）「降雨により斜面が崩壊し、土砂が線路内に流入

したため、列車が土砂に乗り上げ脱線した事例」 

・記事「気象情報の有効活用に向けて」 

 

また、ニュースレターは、ホームページに掲載するとともに、広く皆様にご活用していただ

くため、希望の方へメール配信サービスを行っています。 

メール配信数は徐々に増加しており、航空・鉄道・船舶関係事業者、行政機関、教育・研究

機関など多くの方にご利用いただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（URL: http://www.mlit.go.jp/jtsb/bunseki-kankoubutu/jtsbnewsletter/jtsbnewsletter_new.html） 

 

２ 運輸安全委員会年報の発行 

平成 21 年 10 月に、それまでの活動全般を紹介することにより事故等の教訓を広く共有する

ため、年次報告書として「運輸安全委員会年報 2009」を発行しました。 

メール配信サービスの

登録は、ホームページ

の「配信サービス」の

「登録ページ」からで

きますので、是非、ご

利用下さい。 
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３ 講習会等への講師派遣 

当委員会では、事故等調査の事例や分析結果などを利用して、事故の防止に関する活動を行

い、関係者に事故の再発防止に関する知識や対策などをフィードバックしています。 

各種団体や事業者が開催する講習会や研修会などに講師として職員を派遣し、受講者に応じ

たテーマを選択して、事故等調査の事例や分析結果から得られた教訓や再発防止対策などにつ

いて分かりやすく説明しています。 

なお、平成 21 年に講師を派遣した主な講習会等は次のとおりです。 

 

 

講師を派遣した主な講習会等（平成21年） 

実 施 日 講習会名・主催者 講習受講者 講 演 名 派遣職員(所属)

H21.2.19 第6回小型機セーフティーセ

ミナー 

(社)日本航空機操縦士協会 

小型航空機操縦

士等 

約160名 

ヘリコプター関連の

事故統計及び事故事

例研究について 

航空事故調査官 

（委員会事務局）

H21.2.23 平成20年度福岡地区旅客船

協会所属乗組員安全運航研

修会 

福岡地区旅客船協会 

旅客船乗組員 

約45名 

旅客船の事故防止

について 

船舶事故調査官 

（門司事務所） 

H21.10.27 乗組員等研修 

 

(社)沖縄旅客船協会 

旅客船乗組員等

約50名 

旅客船の事故防止

について 

船舶事故調査官 

（那覇事務所） 

H21.11.9 私鉄総連第1回鉄軌部会幹事

会 

日本私鉄労働組合総連合会 

私鉄総連・鉄軌

部会幹事 

約20名 

鉄道事故調査と再発

防止対策について 

鉄道事故調査官 

（委員会事務局）

H21.11.10 全国警察航空隊整備技術会

議 

警察庁 

警察航空隊整備

責任者 

約50名 

最近の回転翼航空

機事故事例の傾向

と教訓等について 

航空事故調査官 

（委員会事務局）

H21.11.30 運航安全管理研修会 

 

九州運輸局 

船舶事業者安全

統括管理者等 

約50名 

安全管理に関する

事例研究について 

船舶事故調査官 

（門司事務所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「乗組員安全運航研修会」の模様 「乗組員等研修」の模様 


